
　
私 は ２ ０ ０ ２ ～

0 4年 度 ま

で 友 部 町 に 出 向 し 、 建 設 部長 を 務 め て い ま し た 。  当 時 、Ｓ Ａ 、 Ｐ Ａ に Ｅ Ｔ Ｃ 専 用 の出 入 口 を つ く っ て ス マ ー トＩ Ｃ の 社 会 実 験 を 行 う と いう 情 報 を キ ャ ッ チ し 、 友 部Ｓ Ａ で で き な い か 検 討 し ま

し た 。　
採 択 条 件 の １ つ は 、 既 存

道 路 に 容 易 に 接 続 で き る こと 。　
そ れ な ら 、 ま ず 新 た な 町

道 を 先 行 し て 整 備 し よ うと 、 町 議 会 全 員 協 議 会 の 了解 を 得 て 道 路 の 設 計 と 用 地

交 渉 に と りか か り ま した 。 金 融 機関 に は Ｅ ＴＣ カ ー ド の窓 口 を 確 認し た り 、 スマ ー ト Ｉ Ｃの 利 用 が 期待 で き る 地

渡 邊 一 夫 （ わ た な べ  ・  か ずお ） １ ９ ４ ８ 年 １ 月 ７ 日 生ま れ 。

7 5才 。

7 1年 、 茨 城 県

庁 へ 入 庁 。 ２ ０ ０ ２ 年 、 土木 部 港 湾 課 長 。

0 4年 、 水 戸

土 木 事 務 所 長 。

0 6年 、 土 木

部 技 監 （ 総 括 ）  。

0 7年 、 土

木 部 長 。

0 8年 、 公 営 企 業 管

理 者 企 業 局 長 。

1 2年 、 茨 城

県 開 発 公 社 理 事 長

　
日 立 市 が 公 共 工 事 発 注 見 通 し （ １ 月 分 ） を 公 表

し た 。 総 数 は

2 8件 で 、 こ の う ち 第 ４ 四 半 期 に 発 注

す る の は

1 5件 （ 追 加 ７ 件 、 変 更 ８ 件 ）  。 中 里 中 学

校 校 舎 改 築 事 業 の 外 構 工 事 （ そ の ３ ） や （ 仮 称 ）会 瀬 ス ポ ー ツ 広 場 附 帯 工 事 な ど を 追 加 し た 。

　 「 七 草 粥 」 と は 、 １ 月 ７ 日 の 人 日 （ じ ん じ つ ）の 節 句 の 行 事 食 。 朝 に 「 春 の 七 草 」 が 入 っ た お かゆ を 食 べ る と 無 病 息 災 、 そ の 年 １ 年 、 元 気 に 過 ごせ る と さ れ て い ま す 。 私 は 昭 和

2 3年 １ 月 ７ 日 生 ま

れ 。 今 年 で

7 5才 に な り ま し た 。  「 七 草 粥 」 の お か

げ で 、 な ん と か 元 気 に 過 ご し て お り ま す 。 今 般 、弊 紙 の 小 泉 社 長 か ら 土 木 部 在 籍 中 に 記 憶 に 残 る さま ざ ま な 土 木 工 事 の 経 験 談 を 話 し て 欲 し い と の お話 を い た だ き ま し た 。 道 路 や 港 湾 、 橋 梁 を は じ め工 業 団 地 の 開 発 な ど 手 掛 け て き た 多 く の 公 共 事 業を 後 世 に 残 し た い と い う こ と で し た 。  同 僚 や 先 輩 、後 輩 の 力 を お 借 り し な が ら 、 ま ず は 水 戸 土 木 事 務所 長 時 代 の ２ 年 間 を 振 り 返 り つ つ 、 思 い 出 深 い エピ ソ ー ド を 思 い つ く ま ま 、 お 話 し て い き た い と 思い ま す 。

　
高 速 道 路 の 追 加 イ ン タ ー

は 設 置 条 件 が 厳 し く 、 相 当の お 金 が か か る と い う こ とで 、 県 内 で は 日 立 中 央 Ｉ Ｃの み で 、 県 道 路 公 社 の 制 度を 使 っ て 実 験 し た 一 例 が ある だ け で し た 。　
そ う し た 中 、 国 が Ｅ Ｔ Ｃ

ス マ ー ト Ｉ Ｃ の 社 会 実 験 を全 国

1 0カ 所 程 度 で 実 施 す る

こ と を 発 表 し ま し た 。 私 を含 め 、 県 庁 で 高 速 道 路 の 計画 に 携 わ っ て い た 者 は 、  「 これ は 千 載 一 遇 の チ ャ ン ス

　
第 ４ 四 半 期 に 発 注 を 予 定

し て い る 工 事 の 内 容 は 次 のと お り （ ■ 工 事 名 ＝ ① 場 所② 工 事 期 間 ③ 工 事 概 要 ④ 入札 方 法 ）  。　 【 追 加 】　
■ （ 国 ） 市 道 １ ６ ６ ２ 号

線 改 良 工 事 ＝ ① 東 滑 川 町 ②約 １ カ 月 ③ 工 事 延 長 １ ４ ０ｍ ④ 競 争 入 札　
■ 諏 訪 小 学 校 進 入 路 整 備

元 商 工 会 や 県 教 育 研 修 セ ンタ ー な ど へ 、 Ｅ Ｔ Ｃ 車 載 器の 取 扱 い 店 情 報 な ど も 提 供し な が ら 協 力 を 要 請 し ま した 。　
ま た 、 町 内 の 自 動 車 学 校

を 訪 問 し て Ｅ Ｔ Ｃ 装 着 を 働き か け た と こ ろ 、  「 岩 間 ＩＣ ま で 遠 回 り し て 高 速 講 習を 行 っ て い る が 、 目 の 前 から 乗 れ れ ば 講 習 の 効 率 が 格段 に 良 く な る 」 と 理 解 を 得る こ と が で き ま し た 。　
採 択 ま で に は 「 友 部 Ｓ Ａ

を 囲 ん で ４ つ の Ｉ Ｃ が あ るの に 新 た に ス マ ー ト Ｉ Ｃ をつ く っ て 誰 が 乗 る の か ？ 」な ど 、 厳 し い 意 見 を い た だ と が で き ま し た 。　
こ の 頃 、 私 は 水 戸 土 木 事

務 所 長 に 就 任 し て お り 、 具体 的 に 対 応 す る 立 場 に い まし た 。　
途 中 、 用 地 問 題 を 含 め 、

い ろ い ろ な 課 題 が あ り ま した 。 県 も 積 極 的 に 負 担 し てい こ う と い う 方 針 の も と 、地 方 負 担 に つ い て は 県 と 地元 自 治 体 が 折 半 し 、 役 割 分担 し な が ら ア ク セ ス 道 路 をつ く る 、 と い う 新 し い ル ール を つ く り ま し た 。　
と こ ろ が 、  い ざ 採 択 さ れ 、

現 場 で は 着 々 と 手 続 き が 進ん で い る も の の 、 当 時 は ＥＴ Ｃ 自 体 が ほ と ん ど 普 及 して お り ま せ ん 。 当 然 、 私 の乗 る 水 戸 土 木 事 務 所 長 車 にも 搭 載 さ れ て い ま せ ん 。　
私 は す ぐ さ ま 県 の 公 用 車

全 て に Ｅ Ｔ Ｃ を 搭 載 し て くれ る よ う 、 本 庁 へ 強 く 働 きか け ま し た 。 笑 い 話 の よ うで す が 、 こ う し て と り あ えず 所 長 車 だ け 搭 載 す る こ とに な り ま し た 。 そ し て 、 や

　
■ （ 仮 称 ） 会 瀬 ス ポ ー ツ

広 場 附 帯 工 事 ＝ ① 会 瀬 町 ②約 ４ カ 月 ③ 整 備 面 積 ６ ０ ０㎡ ④ 競 争 入 札　
■ 滑 川 福 祉 作 業 所 ト イ レ

設 置 工 事 ＝ ① 滑 川 本 町 ② 約４ カ 月 ③ ト イ レ 設 置 工 事 ④競 争 入 札　
■ 東 金 沢 展 望 駐 車 場 照 明

設 備 設 置 工 事 ＝ ① 東 金 沢 町② 約 ２ ・ ５ カ 月③ 電 気 引 込 設 備 及 び 照 明 設備 の 新 設 ④ 競 争 入 札　 【 変 更 】
　
■ 日 立 市 民 会 館 駐 車 場 整

備 工 事 ＝ ① 若 葉 町 ② 約 ２ カ月 ③ 整 備 面 積 約 １ ０ ０ ０ ㎡④ 競 争 入 札　
水 戸 市 は 酒 門 橋  （ 酒 門 町 ）

の 長 寿 命 化 修 繕 を 計 画 し てお り 、 近 く 一 般 競 争 入 札 で工 事 を 発 注 す る 。 想 定 工 期は ８ カ 月 間 。 設 計 は 常 陸 測工 ㈱ （ 水 戸 市 ）  。　
酒 門 橋 は １ ９ ６ ７ 年 に 架

設 さ れ た 連 続 Ｐ Ｃ ポ ス テ ン中 空 床 版 橋 。 市 道 浜 田 ９ 号線 と 市 道 上 大 野 ９ 号 線 に 接続 し 、 国 道 ６ 号 の 上 部 に 架か っ て い る 。　
橋 長 は

6 0・ ３ ｍ 。 全 幅 員

７ ・ １ ｍ （ 有 効 幅 員 ６ ・ ５ｍ ）  。 工 事 種 別 は 土 木 。 工事 概 要 は 高 欄 取 替 工 一 式 、　
日 立 市 は （ 仮 称 ） 会 瀬 ス

ポ ー ツ 広 場 の 駐 車 場 整 備 工事 を 近 く 発 注 す る 考 え だ 。整 備 面 積 は 約 ４ ０ ０ ０ ㎡で 、 ア ス フ ァ ル ト 舗 装 を 施す 予 定 。 工 事 期 間 は 約 ５ カ月 を 見 込 ん で い る 。　
市 は 、 市 民 運 動 公 園 と 一

体 的 に 活 用 で き る ス ポ ー ツ 堀 出 張 所 に つ い て は 、

1 8年

に 地 元 住 民 で 構 成 さ れ た 活性 化 協 議 会 が 答 申 を 出 し てお り 、 そ れ に よ る と 水 上 スポ ー ツ や サ イ ク リ ス ト の 拠点 に 活 用 す る と い う 意 見 が出 て い た と の こ と 。 市 は この 意 見 も ひ と つ の 参 考 と し

① 小 木 津 町 ② 約 ２ カ 月 ③ 工事 延 長 約 １ ５ ０ ｍ ④ 競 争 入札　
■ （ 国 ） 柳 町 橋 架 換 下 部

工 事 ＝ ① 小 木 津 町 ② 約 ２ カ月 ③ 工 事 延 長 約

1 7ｍ ④ 競 争

入 札　
■ （ 仮 称 ） 会 瀬 ス ポ ー ツ

広 場 駐 車 場 整 備 工 事 ＝ ① 会瀬 町 ② 約 ５ カ 月 ③ 整 備 面 積も 規 模 が 大 き い 橋 梁 は 新 利根 川 に 架 か る 学 校 橋 （ 延 長
5 9・ ４ ｍ 、 幅 員 ５ ・ ９ ｍ ）  。

次 回 の 定 期 点 検 は

2 7年 度 の

予 定 。　
つ く ば 市 は 通 学 路 整 備 と

し て 二 の 宮 地 区 の 歩 行 者 通行 帯 の 測 量 や 設 計 を 進 め てい る 。 対 象 と な る 路 線 は 全橋 の 維 持 管 理 コ ス ト の 削 減に 努 め て い る 。　
酒 門 橋 は 計 画 の う ち の

7 3

橋 に 含 ま れ て い お り 、 架 設か ら

5 0年 以 上 が 経 過 し 、 老

朽 化 が 進 ん で い る た め 、 長寿 命 化 修 繕 工 事 を 実 施 す るこ と で よ り 長 く 使 用 す る 。　
２ ０ ２ ２ 年 度 は 当 初 予 算

で 、 事 業 費 に ８ 億 ２ ６ １ ４万 ７ ０ ０ ０ 円 を 配 分 。 電 気設 備 工 事 を ス ガ イ ケ ー ブル ・ 妙 法 電 気 Ｊ Ｖ が １ 億 ３２ １ ７ 万 円 で 、 グ ラ ウ ン ド整 備 工 事 を り ん か い 日 産 ・鈴 縫 ・ 日 立 土 木 Ｊ Ｖ が ３ 億７ ３ ０ ０ 万 円 で 、 ク ラ ブ ハウ ス 建 設 工 事 を 鈴 縫 工 業 ㈱が ９ ０ ８ ０ 万 円 で 、 外 構 工事 を 日 立 土 木 ㈱ が ８ ８ ５ ０万 円 で そ れ ぞ れ 落 札 。 中 に は 随 意 契 約 を 行 い 、 工事 を 進 め た い 考 え 。 ま た 、御 領 西 住 宅 （ 岩 瀬 ７ ４ ５

－

１ ） で は 浄 化 槽 の 修 繕 工 事を 実 施 す る 予 定 だ 。　
御 領 北 の 部 屋 修 繕 に つ い

て は 、 １ 部 屋 分 を 予 定 。 床や 壁 、 雨 漏 り が 確 認 さ れ てい る 屋 根 な ど の 修 繕 を 施し 、 環 境 改 善 を 進 め る 。　
構 造 は 簡 易 耐 火 造 平 屋 建

て 。 築 年 数 は

4 5年 以 上 が 経

だ ！ 」 と 思 い 、 採 択 に 向 けて 動 き 出 し ま し た 。　
様 々 な 候 補 地 の 中 か ら 友

部 Ｓ Ａ を 選 定 し た の は 、 旧友 部 町 に は 笠 間 付 近 に Ｉ Ｃが あ り ま す が 、 友 部 Ｊ Ｃ Ｔか ら は 乗 り 入 れ で き な い こと が ネ ッ ク に な っ て い た から で す 。　
採 択 さ れ れ ば 、 建 設 に か

か る 地 方 負 担 は 極 め て 少 額で 済 み 、 管 理 も し や す く 、県 が 進 め て い る 工 業 団 地（ 当 時 の 流 通 団 地 ） の 企 業誘 致 に も 弾 み が つ き 、 地 域の 利 便 性 も 高 ま り ま す 。　
県 と し て も 、 是 が 非 で も

採 択 に こ ぎ つ け 、 社 会 実 験を 成 功 さ せ て 恒 久 Ｉ Ｃ と して 残 す と い う 固 い 決 意 で 臨み 、 強 く 働 き か け る こ と にし ま し た 。　
そ し て 、 県 と 町 と で タ ッ

グ を 組 み 、 地 元 の 熱 心 な 要望 活 動 も 功 を 奏 し 、 当 初 の
1 0カ 所 か ら は 漏 れ ま し た

が 、 見 事 、 追 加 で 採 択 を 受け 、 社 会 実 験 を 開 始 す る こ

工 事 ＝ ① 諏 訪 町 ② 約 ２ カ 月③ 工 事 延 長

4 0ｍ ④ 競 争 入 札

　
■ 滑 川 福 祉 作 業 所 駐 車 場

整 備 工 事 ＝ ① 滑 川 本 町 ② 約４ カ 月 ③ 整 備 面 積 ５ ３ ０ ㎡④ 競 争 入 札　
■ （ 国 ） 中 里 中 学 校 校 舎

改 築 事 業 外 構 （ そ の ３ ） 工事 ＝ ① 東 河 内 町 ② 約 ３ カ 月③ 整 備 面 積 ４ ５ ０ ０ ㎡ ④ 競争 入 札　
潮 来 市 は 旧 牛 堀 出 張 所 と

旧 牛 堀 町 民 プ ー ル 跡 地 の 利活 用 に 向 け た 方 針 の 検 討 に着 手 し た 。 業 務 は ㈱ Ａ Ｎ 計画 工 房 （ 水 戸 市 ） に 委 託 。市 民 や 地 元 区 長 と の 意 見 を踏 ま え 、 年 度 内 に も 土 地 利用 方 針 案 を 策 定 し た い 考 えだ 。　
旧 牛 堀 出 張 所 は ２ ０ １ ８

年 度 に 建 物 が 解 体 さ れ て おり 、 現 在 は 更 地 の 状 態 にな っ て い る 。 敷 地 面 積 は 約１ ０ ０ ０ ㎡ 。 駐 車 場 な ど で利 用 さ れ て い る 。　
旧 牛 堀 町 民 プ ー ル は 旧 牛

堀 出 張 所 の 北 側 に 立 地 。 施設 は 現 存 し て い る 。 敷 地 面積 は 約 ４ ０ ０ ０ ㎡ 。　
今 後 、 市 で 整 備 を 行 う か

民 間 の 活 力 を 利 用 す る か も含 め て 検 討 し て い く 。 旧 牛

き ま し た が 、 そ れ ま で の 地元 説 明 会 で の 感 触 か ら 、 関係 機 関 に よ る 地 区 協 議 会 では 「 目 の 前 に ス マ ー ト Ｉ Ｃが で き れ ば 新 た な 高 道 路 利用 者 は 十 分 期 待 で き る 」 と自 信 を 持 っ て 説 明 す る こ とが で き ま し た 。　
社 会 実 験 が 始 ま る と 、

早 々 に ５ ０ ０ 台 ／ 日 を ク リア 、 恒 久 化 し て 現 在 に 至 って い ま す 。　
実 際 、 県 立 中 央 病 院 へ の

ア ク セ ス も 高 ま っ た こ と から 、 ス マ ー ト Ｉ Ｃ 整 備 は 非常 に 意 義 の あ る こ と だ っ たと 思 い ま す 。 が て 着 々 と 他 の 公 用 車 に も搭 載 さ れ る よ う に な り ま した 。　
友 部 町 で も 補 助 金 を 出 し

た り 、 民 間 企 業 に お 願 い する な ど し て 、 Ｅ Ｔ Ｃ の 普 及と Ｉ Ｃ の 利 用 を 働 き か け まし た 。　
と に か く 実 験 期 間 中 に 利

用 台 数 を 増 や せ ば 恒 久 化 でき る と い う こ と で 、 皆 で 頑張 っ た こ と を 覚 え て い ます 。　
各 土 木 事 務 所 に 対 し て

も 、 県 庁 に 来 る 際 に は こ のス マ ー ト Ｉ Ｃ を 必 ず 利 用 する よ う お 願 い し ま し た 。　
今 、 茨 城 中 央 工 業 団 地 の

笠 間 地 区 に は 、 素 晴 ら し い企 業 が 続 々 と 立 地 し て い ます 。 ア ク セ ス の あ ま り 良 くな か っ た こ の 地 域 が 、 スマ ー ト Ｉ Ｃ の お か げ で 非 常に 魅 力 的 な 地 域 へ と 変 貌 を遂 げ た の だ と 思 い ま す 。　
県 と 町 、 関 係 者 の 皆 さ ん

と と も に 頑 張 っ て 「 よ か った 、 よ か っ た 」 で す 。

　
■ （ 国 ） 市 道 ４ ７ ６ ３ 号

線 改 良 工 事 ＝ ① 大 久 保 町 ②約 ２ カ 月 ③ 工 事 延 長 約

2 0ｍ

④ 競 争 入 札　
■ （ 国 ） 市 道 ３ １ ６ ３ 号

線 改 良 工 事 ＝ ① 会 瀬 町 ② 約２ カ 月 ③ 工 事 延 長 約 ２ ７ ０ｍ ④ 競 争 入 札　
■  （ 国 ）  中 所 沢 川 尻 線  （ 市

道 ６ ４ ０ 号 線 ） 改 築 工 事 ＝　
河 内 町 は 町 内 に あ る １ ４

２ 本 の 橋 梁 の う ち

7 2本 の 定

期 点 検 を 行 っ て い る 。 こ の定 期 点 検 で 劣 化 等 の 確 認 を行 い 、 補 修 等 が 必 要 で あ れば 緊 急 度 順 に ２ ０ ２ ７ 年 度ま で に 補 修 工 事 を 行 う 。　
定 期 点 検 は ５ 年 に 一 度

行 っ て い る も の で 今 回 で ２巡 目 。

7 2本 の 橋 梁 の 中 で 最

ひ び 割 れ 注 入 工 一 式 、 剥 落防 止 工 一 式 。　
市 は ２ ０ １ ３ 年 、 市 が 管

理 す る

1 5ｍ 以 上 の 橋 梁 を 対

象 と す る 橋 梁 長 寿 命 化 修 繕計 画 を 策 定 。 効 率 的 か つ 計画 的 な 橋 梁 の 維 持 管 理 を 行い 、 道 路 交 通 の 安 全 確 保 と　
桜 川 市 は 、 市 営 御 領 北 住

宅 （ 岩 瀬 ９ １ １

－ １ ） で 部

屋 の 修 繕 工 事 を 行 う 。 今 月施 設 と し て 、 ラ グ ビ ー 競 技な ど が 実 施 で き る （ 仮 称 ）会 瀬 ス ポ ー ツ 広 場 を 整 備 して い る 。 整 備 場 所 は 日 立 製作 所 会 瀬 グ ラ ウ ン ド で 、 日立 製 作 所 野 球 部 の ホ ー ム グラ ウ ン ド で あ る 日 立 製 作 所野 球 場 （ 会 瀬 町 ４

－ ２ ） や

日 立 体 育 館 に 隣 接 。 た う え で 活 用 方 針 を 決 め てい く 。　
な お 、 年 度 内 の 策 定 を 目

指 し て い る が 、 担 当 の 企 画調 整 課 に よ る と 地 元 住 民 の意 見 を 聞 く の に 時 間 を 要 する 場 合 は 、 新 年 度 に 繰 り 越す 可 能 性 も あ る と の こ と 。

約 ４ ０ ０ ０ ㎡ ④ 競 争 入 札　
■ 豊 浦 交 流 セ ン タ ー エ レ

ベ ー タ ー 整 備 工 事 ＝ ① 川 尻町 ② 約 ６ カ 月 ③ エ レ ベ ータ ー 棟 の 増 築 、 Ｒ Ｃ 造 ２ 建て 約

3 6㎡ ④ 競 争 入 札

　
■ 奥 日 立 き ら ら の 里 高 圧

ケ ー ブ ル 改 修 工 事 ＝ ① 入 四間 町 ② 約 ８ カ 月 ③ 高 圧 ケ ーブ ル 改 修 工 事 ④ 競 争 入 札　
な お 、 定 期 点 検 業 務 の 事

業 者 選 定 に つ い て は 指 名 競争 入 札 で 実 施 。 三 展 ミ ネ コン サ ル タ ン ト ㈱ で １ ７ ９ ０万 円 （ 税 抜 き ） で 落 札 。部 で

1 1路 線 で 、 工 事 に つ い

て は 順 次 発 注 を し て い く 。　
整 備 総 延 長 は １ ７ ４ ０ ｍ

で 、 幅 員 は ６ ｍ 。 場 所 は 二の 宮 １ 丁 目 と ２ 丁 目 。 １ 丁目 は 今 宮 児 童 公 園 付 近 の ９路 線 あ り 、 ２ 丁 目 は 学 園 西大 通 り 沿 い の 路 線 を 含 む ２路 線 が 対 象 。　
近 隣 に は 二 の 宮 小 学 校 を

は じ め と す る 小 中 学 校 が ５校 点 在 し 、 児 童 が 安 全 に 通学 で き る よ う 対 応 を 進 め てい る 。　
な お 、 測 量 ・ 設 計 の 事 業

者 に つ い て は 一 般 競 争 入 札で 選 定 を 実 施 。 ㈱ イ ー ・ スタ イ ル が １ ６ ０ ０  （ 税 抜 き ）で 落 札 。過 し て お り 、 老 朽 化 も 進 んで い る 。　

1 2月 補 正 予 算 で は 、 市 営

住 宅 の 各 種 修 繕 料 と し て ４０ ８ 万 ６ ０ ０ ０ 円 を 計 上 した 。　
い ば ら き 生 活 協 同 組 合

（ 小 美 玉 市 西 郷 他 １ ７ ０ ３ ）は 龍 ケ 崎 セ ン タ ー を 新 築 して い る 。 設 計 業 務 は 大 和 ハウ ス 工 業 ㈱ 関 東 千 葉 中 央 流通 一 級 建 築 士 事 務 所 （ 千 葉県 船 橋 市 ） が 策 定 。 施 工 は同 社 茨 城 支 社 （ つ く ば 市 ）が 担 当 。 完 成 予 定 日 は ２ ０２ ３ 年 ８ 月

2 1日 。

　
場 所 は 龍 ケ 崎 市 松 ヶ 丘 ４

－ ３

－ １ ほ か で サ ン キ 龍 ケ

岡 店 （ 貝 原 塚 町 ４ ５ ７ ） の付 近 。 敷 地 面 積 は １ 万 ６ ８１ ０ ・ ７ ５ ㎡ 。　
建 物 の 規 模 は 、 Ｓ 造 平 屋

建 て 構 造 。 延 べ 床 面 積 ３ ０５ ５ ・ ３ ４ ㎡ 。 高 さ は ５ ・２ １ ｍ 。

い
ば ら き の

公 共 事 業

い
ば ら き の

公 共 事 業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 水 戸 土 木 事 務 所 編 ①

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

常 磐 道 友 部 Ｓ Ａ の ス マ ー ト Ｉ Ｃ 「 社 会 実 験 」

元 県 土 木 部 長
（ 当 時 ・ 県 水 戸 土 木 事 務 所 長 ）

元 県 水 戸 土 木 事 務 所 長
（ 当 時 ・ 旧 友 部 町 建 設 部 長 ）

渡 邊 一 夫 氏 羽 部 道 紀 氏×

羽 部 道 紀 （ は ぶ ・ み ち の り ） １ ９ ５ ０ 年

1 1月

3 0日 生 ま れ 。

7 2才 。

7 5年 、 茨 城 県 庁 舎 へ 入 庁 。 初 所 属 は 河 川 課 。 道 路 建 設 課 長 な ど を
経 て ２ ０ １ １ 年 に 水 戸 土 木 事 務 所 長 で 定 年 を 迎 え る 。
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